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はじめに
授業動画を収録するための設備が、教育学部 A 棟 1F
のスタジオに追加整備されました。オープンコース
ウェア (OCW) や反転授業などの動画コンテンツを作
成するために利用できます。
　本設備は、大型液晶モニタ（電子黒板）を用いて講
話する様子をハイビジョンで録画するものです。教員
がひとりで操作して収録し、動画（MP4）を USB メ
モリで持ち帰れるようになっています。
　このスタジオは、教育学部の授業やゼミで利用され
ているものですが、今回 SGU プロジェクトの予算で
設備強化をおこない、全学の利用もできるようになり
ました。

利用の前に
予約が必要です。電話で教育学研究科日本語教育学講
座事務室（東広島 6880）に連絡し、空き時間を確認
して予約してください。予約は、利用日の一ヶ月前か
ら前日まで受け付けます。
　スタジオは、操作手順書（室内に常備）をご覧にな
れば一人で操作できるようになっています。手順書は
以下の URL でも閲覧できますので、事前にご確認く
ださい。

http://goo.gl/qi8MmU

　初回など操作に不安がある場合はメディアセンター
にご相談ください。

用意するもの
資料を表示するためのパソコンと、動画を保存するた
めのUSB メモリ ( 容量については手順書で確認）を用
意してください。また、台本表示用のモニタを利用す
る場合には、もう一台パソコンが必要です。

利用方法の概略

スタジオの場所
教育研究科 A棟 1F A103
利用可能時間帯： 9:00～21:00

問い合わせ先など
利用予約： 
　利用日の1ヶ月前から前日までに予約してください。
　予約先：　教育学研究科日本語教育学講座事務室
　　　　　　東広島 6880
　受付時間：月曜日～木曜日 9:00～17:00
　　　　　　金曜日 9:00～15:30
利用相談、支援依頼、その他：
　情報メディア教育研究センター eラーニング支援室
　東広島 4679
　http://www.media.hiroshima-u.ac.jp/helpdesk/
　※スタジオには、支援担当者は常駐しておりません

利用企画・計画

スタジオ予約

スタジオ収録

研究室などで 後処理
（例えば）MP4の編集
（例えば）Bb9 での配信準備
（例えば）YouTube へアップロード

1. USB メモリを録画装置に挿入
2. 資料を大型液晶モニタに投影
3. 収録開始操作
4. 通常の講義などと同様に説明
5. 収録終了操作
6. USB メモリ回収

A103は
こちらです

※機器の詳細な操作方法は
　備え付けの操作手順書をご覧ください。

大型液晶モニタ

持ち込み PC

録画装置と制御装置
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収録画像確認モニタ
ビデオカメラ


